
要 旨

情報弱者用操作デバイスのためのソフトウェアキー入力の研究

安井 政人

近年では， 価格の低下，機能の増加により， 利用者が増加している．また， が

より使い易くなってきたため，情報弱者の 利用者も増加している．情報弱者を考慮した

機能の研究開発が積極的に行われている．

操作デバイスの中で，操作が難しいと言われているものの一つに，キーボードがある．

キーの数を減らす，ボタンの配置を変える，キーボードの形を変えるといったアイデアが多

く生まれている．しかし，キーボードの存在自体が，情報弱者にとって を難しいものに

させてしまう．キーボードというデバイスを取り除き，容易な操作でそれと同様の効果が得

られれば，情報弱者にとって がより使い易いものになると考えられる．

本研究では，この問題を解決するために，ソフトウェアキーボードを 上で操作する

ことにより文字入力を行うシステムを提案する．ソフトウェアキーボードの構成としては，

ボタン配置と入力を共に携帯電話入力方式とする．これは，携帯電話入力操作への副次効

果を期待するためである．そして，このシステムを を用いて実装したもの，

キーボード，既存のソフトウェアキーボードについて，タイプ速度とエラー率を比較するこ

とにより，本システムの情報弱者に対する有効性を確かめた．
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